
超音波探触子

波形データ 伝播時間

振幅

位置センサ

超音波探触子の 三次元位置

姿勢角

超音波の入射点・入射角 反射源までの距離・大きさ

画像化

測定開始

空空間間フフリリーーススキキャャニニンンググにによよるる超超音音波波画画像像探探傷傷シシスステテムムのの開開発発

概概要要

本システムにより、測定環境や測定対象物の形状に依存しない探傷が可能となった。また、金属内部の状態
を断面画像としてリアルタイムで表示することができた。今後は、断面のみではなく、三次元結果表示方法
についても検討していく必要がある。

ままととめめ

超音波画像探傷を行うには、二軸ステージなど、超音波探触子の位置を制御する機構部が必要となるが、
これは測定対象物の大きさや形状に応じて設計・開発を行わなければならない。そこで、本研究では、こ
の問題を解決するために、光学式位置センサにより超音波探触子の位置を非接触で取得する、空間フリー
スキャニングシステムを構築し、これを用いた金属内部の超音波画像探傷システムの開発を目的とする。

空空間間フフリリーーススキキャャニニンンググシシスステテムム

POLARIS

位置測定：±0.1mm
角度測定：±0.1°
（Roll,Pitch,Yaw）

超音波探触子の三次元位置・姿勢角を取得 波形データを取得

★超音波探触子を手に持ち、測定対象物上を自由に走査

★異常個所に対して様々な方向から超音波を入射し、集中的に探傷

超超音音波波画画像像探探傷傷

走査

アルミブロック

人工欠陥(10㎜)

探探傷傷結結果果

光光学学式式位位置置セセンンササ 超超音音波波探探触触子子

欠陥部健全部

欠陥

ププロロググララムム処処理理

超音波探触子(2MHz)
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